門 科学者に 聴けば よい、 と 考えられ ている。 それ も 一 

応は それでい い。 吾々 は 原子 や 原子核の 性質に ついて 

は その 専門の 物理学者に 聴かない 限り 全く 見当 もっか 

ない。 遺伝の 事実に ついては 専門の 遺伝学 者に 教えら 

れ ない 限り は 危険で さえ ある。 そして そういう 専門の 

知識 を 全く 欠くなら、 今日の 科学の 現状 を 知っている 

と は 云えない。 今日の 科学の 現状 を 大体 知らない では、 

科学と は 何かとい うこと も 判らない。 

併し 又、 科学者なる もの は、 言葉 通り 分科の 学問 〔# 

「学問」 は 底本で は 「学 門 匕 の 専門家で あると いう こと 

も 忘れて はならない ので ある。 科学者 は 自分が 専門と 



お 互に 素人と 専門家と であると ころの 多数の 人間に 

よって 出来て いる 組織 だ。 ここで は 運動の 相対性と 同 

じに、 絶対的 専門家 や 絶対的 素人 はない。 そこで は 先 

に 云った 科学的 常識と いう ものが、 運動の 「統一的な 

場」 となって いると 云って いい。 

これ は 科学者と いう 特別な 一 群 (之が 所謂 専門家な 

る ものと されて いるの だが) についての 事情で あるが、 

この 構造 は そのまま 一 般の 世間 人の 全体に ついても 行 

なわれ ている ので ある。 科学的 常識なる もの は、 常識 

の 一 部で あるから に は、 一 般の 科学 を も 包括す るより 

広い 常識に つらならなくて は、 常識と は 云えない。 素 



人の 一 般 常識 (常識と ここで 云う の は 良識の ことなの 

だが) と 連絡 を 取らない 専門 科学的 常識なる もの は、 

恐らく は 科学的な 「常識」 では あり 得まい。 常識 =良 

識 という 場面に 於て は、 専門 科学者 も 素人で あったり、 

一 般 世間の 素人 も 専門家であった りする。 

こう 考えた 上で、 一つの 疑問が 起きる の だ。 一体 科 

学と いう 観念 は (変な 言葉 を 使う が) 専門 観念で ある 

か 素人 観念 常識 観念で あるか、 と。 政治と いう 観念 は、 

文明開化した 国家 や 社会に 於て は、 専門 観念で はなく 

て 素人 観念で ある。 と 云う 意味 は、 政治 を 実際に 取り 

扱う 政治の 専門家 は 特別に いるし、 又そう いう 政治 専 



門 家の 専門的な 政治 知識なる もの も あるので あるが、 

それ にも拘らず、 政治 は 政治 専門家の 専有 物で はなく 

して、 政治の 素人の もので も あり、 素人 は 政治 上の 発 

言 権 を 何 かの 形で 必ず 持って いるので ある。 之 は あの 

漫画 化された 「自由主義」 や 「デモ クラシ ー」 でな く 

て も、 そうな の だ。 政治 は 悪い 意味に 於て さえ、 常識 

の ものと されて いる。 科学に ついても、 政治の ように 

云える かどう か、 という 問題が 起こる ので ある。 

もし 科学 は 政治な どと 違って、 そういう 素人 観念に 

ぞくして はならぬ もので、 専ら 専門 観念の もの だとす 

れば、 今まで 説いて きた 常識 (素人の 良識) という も 



は 主として、 社会な ので ある。 之 は 正に、 政治的な 観 

念と して、 今日 提出され ている の だ。 科学と いう 観念 

が (科学 内容の 夫々 ではない) 政治的な 観念と なる、 

またな つてい る、 という ことに は、 語弊 も ぁリ又 事実 

上の 弊害 を も 伴う かも 知れない が、 併し 何と 云っても 

之 は 科学 そのもの を 発達させる 社会的な 動力に なるこ 

と は 明らかな の だし、 科学と は 何 か、 という 科学 その 

ものの 観念 の 本来 の 所在 を 突き 止めさせる という 必要 

は 好い 性質 を も 持って いる。 

科学が 政治と 同様に 専門 観念 ではなくて 素人 観念ら 

しいと いう こと は、 之 だけで 略々 見当が つこう。 カン 



活 とかいう もの を、 科学に つけて あまり 反省して 見な 

い 点から、 来る らしく 思われる。 

さて、 科学と は 何 か？ である。 之 は 科学の 専門家 

にきいても、 必ずしも 権威 ある もので はない という 結 

論だった。 すると、 吾々 一般 世間 人 自身が、 今から 改 

めて (専門 科学者の 専門的 研究に にらみ 合わせながら)、 

省察し、 つき 止め、 構築して 行かなければ ならない 根 

本 理念の 一 つで あると いう ことになる。 「科学」 とい 

う 観念 は、 まだ 既成 品と して は 与えられ ていない、 と 

いう こと をまず 反省して 見なくて はならぬ。 科学的で 

あると いう ことが 何 か は、 極端に 云えば、 大方の 科学 



は 科学の 観念 は 進歩し ない。 

丁度、 文化の ない 部族 は どこの 未開地へ 行っても 見 

当らない が (彼等 は 必ず 宗教と 道徳と 政治と 医術と 戦 

争 技術と 経済 生活と を 持って いる)、 文化の 観念の 独 

立して いない 民族 は 決して 尠 なくない、 それと 同じで 

ある。 吾々 は 科学と は 何 か を、 改めて 反省し なくて は 

ならぬ。 科学 は あるが、 科学の 観念 はま だない、 と 云つ 

て もい いか も 知れない からだ。 

私 はこの 頃、 科学 (自然科学 をまず 考えて) を 物質 

的 生産の 一 つの 型と 見ようと いう 観念 を 懐いて いる。 

従来 科学 を 可な り 単純に、 認識と いう 風に 考えて 説 を 



進める のが 普通で あつたが、 併し 科学が 科学的で ある 

ために は、 「知る」 こと だけで は 留め 釘が 足りない ので、 

現物 を 製造 生産し 得て 初めて 科学的と 呼び 得る ので は 

ないかと 思うよう になった。 

科学的 認識と いうの は、 恐らく その 必然的な 副産物 

で、 而も それ は 再生産に 利用して 甚だ 有効な 副産物で 

あるよう である。 今後 は 少し、 この 点 を 省察して 行き 

たい ものである。 

二 九 四 一 • 四) 
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